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成人性歯周炎においては，炎症症状の進行とともに Porphyromonαs gingivalis 線毛に特異的な IgG
および IgA 抗体価の著しい上昇が患者血-清について認められる O また，これら患者の炎症歯肉には同線
毛特異抗体産生細胞数が顕著に増加する O さらに同線毛抗原をアジュバントとともにBALB/cマウ





1.線毛蛋白: P. gingivalis 381株を370C，嫌気条件下で培養後，同菌体表層より機械的に線毛を剥離
し，塩析，イオン交換クロマトグラフィーにより精製し実験に供試した。
2. 免疫方法: 6 週齢の雄性 BALB/c マウス 15匹を 1 群として皮下投与群では 線毛蛋白とアジュ
パントである GM-53 とともに油中水型乳剤として， 0 , 28 日目の計 2 回背部皮下に注射した。また，
経口投与群では，同線毛蛋白をGM-53 とともにリポソームに取り込ませたものを， 0 , 1 , 27 , 28 日
目に胃内投与した。






1.皮下投与群の血中における抗線毛特異抗体濃度は，初回免疫後 5 日日に IgM ，やや遅れてIgG クラ
スの上昇が認められた。追加免疫を行なうと， IgG クラスの抗体濃度の著しい上昇がみられた。また，
唾液中では， IgG ならびに IgA クラスの特異抗体濃度の上昇がみられ，追加免疫後，向クラスの特異
抗体濃度の上昇が著明に認められた。
2. 経口投与群の血中における抗線毛特異抗体濃度は皮下投与群のそれには及ばなかったが， IgM つい







特異抗体産生細胞がみられた。牌臓，循環血では，主として IgG ，腸間膜リンパ節では IgA および




















いることが考えられ，歯周病患者の炎症歯肉における病態の進行に P. gingiualis の線毛が病原因子の
ーっとしてかかわっている可能性があると考えられる。これらの知見は，外来抗原と宿主の免疫応答の
機構を知るための手がかりを与えるものであり 本研究は博士(歯学)の学位請求に十分値するものと
認める。
